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R188 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区　
　
　
　
　

６　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
岡
谷
・
眞
世
・
南
渕
）

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

　
　
　
　
　

大
教
会
役
員
会
議

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

教
務
報

▼
そ
の
他
の
行
事
予
定
▲

◆
教
養
掛

　

１
月　

眞　

世　
　

森　

井　

道　

典

　

２
月　

須　

光　
　

光　

武　

大　

和

◆
別
席
願
（
11
月
16
日
～
12
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

表　

田　
　

大　

塚　

和　

美

TOPIC

１　

日　
　

大
教
会
元
旦
祭

５
～
７
日　

ご
本
部
お
節
会

23　

日　
　

婦
人
会
バ
ザ
ー

25　

日　
　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
年
頭
会
議

26　

日　
　

ご
本
部
春
季
大
祭

27　

日　
　

少
年
会
年
頭
幹
部
会

　
　
　
　
　

婦
人
会
創
立
記
念
の
つ
ど
い
（
西
北
会
場
）

29　

日　
　

婦
人
会
創
立
記
念
の
つ
ど
い
（
関
西
会
場
）

１月　

10
月
26
日
、
ご
本
部
の
秋
季

大
祭
で
真
柱
様
は
、
能
登
半
島

の
地
震
災
害
と
豪
雨
災
害
に
触

れ
ら
れ
、「
私
た
ち
の
年
祭
に

対
す
る
取
り
組
み
が
、
思
召
に

お
応
え
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ

だ
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と

思
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ

の
う
え
で
、「
道
の
子
が
一
手

一
つ
に
な
っ
て
力
強
く
歩
む
ま

で
に
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

よ
う
ぼ
く
が
年
祭
に
心
を
向

け
、
年
祭
へ
向
か
っ
て
の
動
き

に
取
り
組
む
よ
う
に
働
き
か

け
、
丹
精
を
続
け
な
け
れ
ば
、

教
祖
に
安
心
し
て
は
い
た
だ
け

な
い
」
と
求
め
ら
れ
、
年
祭
活

１　

日　
　

婦
人
会
創
立
記
念
の
つ
ど
い
（
福
門
会
場
）

５　

日　
　

婦
人
会
創
立
記
念
の
つ
ど
い（
東
松
浦
会
場
）

24　

日　
　

岡
分
会
の
つ
ど
い
In
関
西

　
　
　
　
　

祭
儀
式
研
修
会

25
～
26
日　

登
殿
参
列

日
程
未
定　

大
教
会
布
教
修
練
所
実
動

2月

教
祖
年
祭
活
動
三
年
目
に
向
け
て
気
運
高
め
る

大
教
会
「
特
別
懇
談
巡
教
」
を
実
施

▲１２月に実施された「特別懇談巡教」。巡教では、教祖年祭の旬
に相応しい心の持ち方が伝えられた。写真は表野分教会の様子。

会
長
様
）」
と
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
今
回
の
巡
教
。
巡

教
員
は
真
柱
様
の
お
こ
と
ば
を

胸
に
、
教
祖
年
祭
の
旬
に
相
応

し
い
心
の
持
ち
方
を
伝
え
る
べ

く
話
を
進
め
た
。
そ
し
て
、
教

会
で
掲
げ
る
心
定
め
に
つ
い
て

「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
、
こ

の
道
の
教
え
を
伝
え
る
た
め
の

目
標
。
教
会
に
関
わ
る
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
『
心
定
め
』
で

も
あ
り
、
力
を
添
え
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
求
め
た
。

動
〝
三
年
千
日
〟

の
期
間
は
「
動
か

せ
て
い
た
だ
く
事

が
大
切
」
だ
と
強

▲巡教員の話に続いて実施された「懇談」の様子。

調
さ
れ
た
。

　

大
教
会
で
は
、
年
祭
活
動
の

最
後
の
年
を
目
前
に
し
た
12

月
、
部
内
教
会
を
対
象
に
「
特

別
懇
談
巡
教
」
を
実
施
。
巡
教

員
の
お
話
の
後
、巡
教
員
と（
教

会
長
夫
妻
を
除
く
）
参
拝
者
で

懇
談
を
行
っ
た
。

「
参
拝
者
の
方
々
と
の
懇
談
を

通
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
よ

う
ぼ
く
・
信
者
に
年
祭
活
動

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
働
き
か
け
た
い
（
大
教

　　　　　　　

教祖１４０年祭に向かって

心を動かせ！Move your heart

【青年会岡分会つどい】
In 関西 ２０２５年２月２４日（月・祝）

場所／岡大教会　時間／１４時～
In 九州 ２０２５年８月３０日（土）

場所／東松浦分教会　時間／１４時～

【青年会心勇講　合同総会】
２０２５年１１月３０日（日）
会場／敷島大教会　時間／１０時～
「誠を合言葉」に心勇講の青年会員が交流し

刺激しあい、互いに成人の歩みを
進めさせていただきましょう

青年会岡分会インフォメーション



　11 月　November

　12 月　December

写真で振り返る一カ月

　ここ１０年で４倍に増えていると言われる

訪日外国人旅行者。世界遺産登録を目指す明

日香村も例外ではなく、近年、村内の外国人

観光客は増加傾向にあります。その影響から

か、ここ最近、大教会を訪れる外国人観光客

の姿が多く見られるようになりました。

　大教会長様をはじめ、オーストラリア布教

隊のメンバーが神殿当番などでいる時は、率

先して声をかけます。神殿を案内し、一緒に

参拝。身上を抱える方には、おさづけを取り

次がせていただきます。

外国人観光客へにをいがけ

　年の瀬恒例の「大教会大掃除」は１２月１５

日に実施され、２６名が参加しました。主な

掃除は、神殿と参拝場の〝すす払い〟。その

ほか、外壁や軒などのくもの巣を取り除き、

食堂厨房もお掃除しました。

　　　　

　教祖年祭活動の心定めの一つに「楽しさと

喜びを教会から発信」を掲げる岡谷分教会（森

井正次会長）は１１月３０日、「エンジョイサ

ロン」を開催。地域のママ友やこどもら３２

人が参加し、しめ縄づくりを楽しんだ。

　この「サロン」は、同教会で不定期開催し

ている「エンジョイクラブ（こども会）」に

参加するママ友の発案。参加者への声掛けや

会場準備、材料集めなどすべてをママ友らと

連携して運営。反響も良く、来年も継続して

「クラブ」と「サロン」を実施されます。

「エンジョイサロン」開催

年の瀬恒例の大教会大掃除

　

婦
人
会
岡
支
部
（
吉
田
陽
子
支
部
長
）
は

10
月
24
日
、
大
教
会
で
「
婦
人
会
岡
支
部
総

会
」
を
開
催
。
関
西
を
は
じ
め
、
九
州
や
関

東
な
ど
の
各
地
か
ら
453
人
が
参
加
し
た
。

　

教
祖

140
年
祭
、
そ
し
て
大
教
会
の
創
立

130

周
年
記
念
祭
に
向
け
て
、「
感
謝
の
心
で
教

会
へ
参
拝
し
よ
う
」、「
喜
び
の
心
で
ひ
の
き

し
ん
を
し
よ
う
」、「
信
仰
の
バ
ト
ン
を
つ
な

ご
う
」と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
同
支
部
。

大
教
会
や
お
ぢ
ば
へ
の
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し

ん
を
は
じ
め
、
お
つ
と
め
を
通
し
て
信
仰
を

深
め
る
「
岡
結
び
の
つ
ど
い
」
の
開
催
、「
盛

華
会
（
40
歳
ま
で
の
既
婚
女
性
の
会
）」
や

女
子
青
年
活
動
を
通
し
て
、
き
め
細
や
か
な

丹
精
を
続
け
て
い
る
。

　

今
総
会
で
は
、
婦
人
会
河
原
町
支
部
長
の

深
谷
靖
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
記
念
講
演

を
実
施
。
経
験
談
を
通
し
て
お
話
し
く
だ
さ

る
深
谷
先
生
か
ら
、「
ぢ
ば
の
理
」、「
を
や

の
理
」
を
頂
く
た
め
の
大
切
な
信
仰
の
角
目

を
学
び
、
教
祖

140
年
祭
の
節
目
に
必
要
な
心

の
持
ち
方
を
再
確
認
し
た
。

「
婦
人
会
本
部
祝
い
の
こ
と
ば
」
や
大
教
会

長
様
の
祝
辞
を
頂
い
た
式
典
後
は
、
大
教
会

神
苑
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
。
男
性
ひ

の
き
し
ん
者
に
よ
る
８
種
類
の
模
擬
店
が
用

意
さ
れ
た
ほ
か
、
各
教
会
か
ら
趣
向
を
凝
ら

し
た
出
し
物
が
披
露
さ
れ
た
。

婦人会総会開催し教祖年祭へ弾み
６年ぶりの開催に各地より４５３人が参集

婦人会
岡支部

▲記念講演で、信仰の角目についてお話しくださる深谷靖子先生（写真左）。屋外でのアトラクションでは、
「唐津くんち（写真右）」や「博多どんたく」、カラオケなど、多彩な出し物で盛り上がりを見せた。
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R188 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区　
　
　
　
　

６　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
岡
谷
・
眞
世
・
南
渕
）

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

　
　
　
　
　

各
部
各
会
会
議

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

▼
そ
の
他
の
行
事
予
定
▲

◆
教
養
掛

　

２
月　

須　

光　
　

光　

武　

大　

和

　

３
月　

福　

門　
　

村　

田　

継　

明

　

４
月　

天
神
免　
　

武　

藤　

聡　

宏

TOPIC

　

教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う

年
祭
活
動
も
、
い
よ
い
よ
〝
仕

上
げ
の
年
〟
を
迎
え
た
。
１
月

25
日
に
詰
所
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
「
年
頭
会
議
」
に
は
教
会

長
夫
妻
ら
83
人
が
参
集
し
、「
一

手
一
つ
」
や
「
お
ぢ
ば
帰
り
」、

「
心
定
め
の
達
成
」な
ど
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
。
ま
た
、
一
新

さ
れ
た
職
務
分
掌
が
発
表
さ

れ
、
各
部
各
会
の
長
が
登
壇
。

教
祖
年
祭
活
動〝
仕
上
げ
の
年
〟

を
勇
ん
で
歩
む
決
意
を
新
た
に

し
た
。

　

午
後
２
時
15
分
、
岡
詰
所
旧

遥
拝
場
を
会
場
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
年
頭
会
議
」。
ま
ず
は
、

１　

日　
　

婦
人
会
創
立
記
念
の
つ
ど
い
（
福
門
会
場
）

５　

日　
　

婦
人
会
創
立
記
念
の
つ
ど
い（
東
松
浦
会
場
）

24　

日　
　

祭
儀
式
研
修
会

　
　
　
　
　

岡
分
会
の
つ
ど
い
In
関
西

25
～
26
日　

登
殿
参
列

2月

教
会
長
夫
妻
が
一
同
に
会
し
「
年
頭
会
議
」
実
施

年
祭
活
動
〝
仕
上
げ
の
年
〟
を
勇
ん
で

▲今年の「年頭会議」は詰所で実施。今回、一新された大教会職務
分掌では「丹精部」を新設。吉田政彦部長があいさつに立った。

の
達
成
に
向
け
て
、心
を
運
び
、

身
を
運
び
、
互
い
に
手
を
取
り

合
う
気
持
ち
を
高
め
た
い
」
と

い
っ
た
思
い
が
聞
か
れ
た
。

　

新
職
務
分
掌
で
は
、
新
た
に

「
丹
精
部
」を
設
置
。「
育
成
部
」

の
再
設
置
や
「
庶
務
部
」
を
立

ち
上
げ
る
な
ど
、
細
か
く
体
制

を
整
え
、
担
当
者
を
一
新
。
若

年
化
を
計
り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

柔
軟
な
発
想
力
と
瞬
発
力
の
あ

る
実
動
を
目
指
す
一
方
、
こ
れ

ま
で
の
長
年
の
経
験
か
ら
深
め

ら
れ
た
信
仰
力
に
よ
る
丹
精
を

目
指
す
。

修
養
棟
の
各
部
屋

で
13
班
に
分
か

▲ねりあいでは、活発な意見交換が行われた

れ
、
ね
り
あ
い
が
行
わ
れ
た
。

　

ね
り
あ
い
で
は
、
昨
年
の
ご

本
部
秋
季
大
祭
と
今
年
の
年
頭

に
お
け
る
真
柱
様
の
お
言
葉
を

基
に
意
見
交
換
を
実
施
。「
信

者
さ
ん
と
共
に
話
合
い
、
方
向

性
を
決
め
て
い
る
」
や
「
簡
単

で
は
な
い
が
、
一
人
ひ
と
り
が

よ
う
ぼ
く
と
し
て
の
心
を
定
め

る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
が

あ
る
」
な
ど
、
心
定
め
の
達
成

に
必
要
な
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ

か
、「
心
を
そ
ろ
え
る
お
つ
と

め
が
、
一
手
一
つ
に
向
か
う
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
」
や
「
心
定
め

3月
１
～
4/30
日　

婦
人
会
別
席
強
調
月
間

４
～
８
日　

学
生
生
徒
修
養
会
（
大
学
の
部
）

10
～
12
日　

学
生
生
徒
修
養
会
（
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
）

24　

日　
　

大
教
会
春
季
霊
祭

28　

日　
　

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

30
～
31
日　

少
年
会
岡
団
総
会

31
～
4/3
日　

教
会
子
弟
練
成
会

◆
修
養
科
第
1000
期
修
了
者
（
12
月
27
日
修
了
）

　
　
　

東
松
浦　
　

吉　

田　

あ
ゆ
み

◆
別
席
願
（
12
月
16
日
～
２
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

表　

田　
　

住　

吉　

泰　

人

　
　
　

表　

田　
　

上　

田　

も　

と

　
　
　

上　

橘　
　

藤　

本　

美　

羽

　
　
　

表　

時　
　

上　

田　

縁　

治

　
　
　

岡　
　
　
　

吉　

田　

英　

鷹

　
　
　

岡　

谷　
　

増　

田　

愛　

香

4月
１
～
30
日　

婦
人
会
別
席
強
調
月
間

18　

日　
　

教
祖
誕
生
祭
・
よ
ろ
こ
び
の
大
合
唱

19　

日　
　

天
理
教
婦
人
会
第
107
回
総
会

29　

日　
　

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー　

教 務 報

葬
儀
は
山
内
光
男
・
東
松
浦
分
教
会
役
員
斎
主
の
も

と
１
月
23
日
に
み
た
ま
う
つ
し
が
、
大
教
会
長
様
斎

主
の
も
と
１
月
30
日
に
告
別
式
が
東
松
浦
分
教
会

（
佐
賀
市
）で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年
、教
会
長
、

大
教
会
役
員
と
し
て
道
の
御
用
の
上
に
、
ま
た
大
教

会
の
上
に
尽
く
さ
れ
た
氏
の
功
績
を
讃
え
、
感
謝
と

敬
意
を
込
め
て
弔
意
を
表
し
ま
す
。

〈〈
吉
田
邦
彦
氏
略
歴
〉〉

昭
和
５
年
３
月
15
日
生
ま
れ
。
昭
和
23
年
お
さ
づ
け

の
理
拝
戴
、
修
養
科
修
了
、
佐
賀
教
務
支
庁
書
記
。

27
年
教
師
補
命
。
36
年
教
区
青
年
会
委
員
長
。
44
年

大
教
会
青
年
。
45
年
東
松
浦
分
教
会
長
。
49
年
大
教

会
役
員
。
52
年
佐
賀
教
区
長
。
57
年
お
つ
と
め
奉
仕

人
。
59
年
本
部
詰
員
。
平
成
５
年
布
教
部
長
。
８
年

詰
所
主
任
。10
年
大
教
会
信
者
会
館
ふ
し
ん
委
員
長
。

19
年
大
教
会
責
任
役
員
な
ど
を
務
め
た
。

大教会役員
東松浦分教会三代会長

吉田　邦彦氏（９４歳）
１月２１日お出直し

【訃　報】



　1 月　January

　   2 月　February

写真で振り返る一カ月

　青年会岡分会（芝田善展委員長）は１月

２９日から２月３日にかけて、青年会敷島分

会の「第２４次タイ研修隊」に参加。芝田委

員長のほか、森川稔之さん（西北）、森井大

一さん（眞世）の計３名がタイのチェンマイ

へ赴きました。今回の研修隊では、昨年の水

害で被害を受けたタイ心勇講の復興作業とし

て、外壁のペンキ塗りや、倉庫の棚設置、コ

ンクリート打ち等を実施。また、布教活動に

歩いたほか（写真）、がんセンターでおさづ

けの取り次ぎをさせていただきました。

敷島タイ心勇講

　１月２８日は婦人会創立記念の日。婦人会

岡支部（吉田陽子支部長）では、関西や九州

の４会場で「創立記念の日のつどい」を開催。

大教会で実施された関西会場には２１人が参

加し、婦人会の元一日を振り返りました。

　　　　

　教祖１４０年祭に向かう年祭活動も、いよ

いよ〝仕上げの年〟を迎えました。大教会で

は今年の１月から、新企画として「教祖のお

心にふれる」をスタート！張間道男・敷津分

教会長を講師に、『天理教教祖伝逸話篇』を

基にした１５分の講話をお聞きいただけます。

　開催は、毎月２３日と２６日の月２回。２３

日は大教会参拝場を会場に、大教会の月次祭

前の９時３０分から開始。また、毎月２６日

は詰所玄関ロビーにおいて、ご本部祭典前の

時間を活用して実施されます。

教祖年祭活動 新企画始動！

婦人会創立記念の日のつどい

　

教
会
創
立
か
ら
111
年
の
節
目

を
迎
え
た
西
北
分
教
会
（
森
川

祐
三
会
長
）は
作
年
11
月
30
日
、

「
創
立
111
周
年
記
念
祭
」
を
執

行
。
各
地
か
ら
約

300
人
が
参
集

し
、
一
手
一
つ
に
お
つ
と
め
を

勤
め
た
。

　

教
祖

140
年
祭
に
向
か
う
年
祭

活
動
１
年
目
の
年
、
予
定
し
て

い
た
「
創
立

100
周
年
記
念
祭
」

が
森
川
会
長
の
身
上
に
よ
り
延

期
に
。
大
教
会
長
様
の
親
心
を

頂
く
中
で
準
備
を
進
め
、
真
柱

様
か
ら
お
許
し
を
戴
き
「
創
立

111
周
年
」
と
し
て
記
念
祭
を
執

行
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
日
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

森
川
会
長
は
西
北
の
元
一
日
を

振
り
返
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
内
容
の
見
直
し
を
図
り
、
一

人
ひ
と
り
が
た
す
け
心
を
出
し

て
、
内
へ
も
外
へ
も
声
を
か
け

て
通
ら
せ
て
も
ら
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
強
調
。
そ
の
上

で
「
た
す
か
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
で
歩
み
を
進
め
る

事
が
、
こ
の
記
念
祭
を
つ
と
め

る
意
味
だ
と
思
う
」と
述
べ
た
。

たすけ心で内へも外へも声かけを
創立１１１周年記念祭へ３００人が参集

西北分教会

　

祭
典
後
に
開
か
れ
た
祝
宴
で

は
、
西
北
分
教
会
の
元
一
日
に

ふ
れ
る
事
を
目
的
に
、
森
川
ル

イ
初
代
会
長
の
歩
み
を
題
材
と

し
た
劇
を
上
演
。「
劇
を
見
て
、

西
北
の
元
一
日
を
初
め
て
知
っ

た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
中
、

会
場
は
感
動
の
涙
と
勇
ん
だ
熱

気
に
包
ま
れ
た
。
ま
た
、
少
年

会
員
や
女
子
青
年
に
よ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ダ
ン
ス
や
、「
マ
ツ

ケ
ン
サ
ン
バ
」
に
合
わ
せ
た
婦

人
会
員
の
ダ
ン
ス
が
祝
宴
に
華

を
添
え
た
。

　

い
よ
い
よ
年
祭
活
動
も
３
年

目
。
創
立
記
念
祭
を
通
し
て
歴

代
会
長
や
先
人
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
先
達
の
思
い
を
再
確
認

し
た
参
加
者
た
ち
。「
我
を
忘

れ
て
打
ち
込
ん
で
、
神
様
に
も

た
れ
て
つ
と
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
こ
う
」
と
の
大
教
会
長
様
の

お
言
葉
に
、「
親
の
思
い
に
添

い
、
ご
安
心
い
た
だ
き
、
お
喜

び
い
た
だ
け
る
よ
う
に
」
と
の

誓
い
を
添
え
、
大
き
な
万
歳
三

唱
を
も
っ
て
記
念
祭
を
締
め
く

く
っ
た
。

▲挨拶に立ち、教会創立の元一日と記念祭の意味
について話を進める森川会長。

▲大教会長様ご夫妻や来賓の掛け声にあわせて鏡
開き。参拝場では盛大な祝宴が開かれた。
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R188 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区　
　
　
　
　

６　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
岡
谷
・
眞
世
・
南
渕
）

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

　
　
　
　
　

各
部
各
会
会
議

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

TOPIC

　

教
祖
年
祭
が
勤
め
ら
れ
る

年
に
、
創
立
記
念
の
節
目
を

迎
え
る
大
教
会
。
約
１
年
後

に
迫
る
「
岡
大
教
会
創
立

130

周
年
記
念
祭
」
に
向
け
て
２

月
24
日
、
本
部
准
員
の
速
水

宗
一
先
生
を
講
師
に
迎
え
て

「
祭
儀
式
研
修
会
」
を
実
施
。

大
教
会
お
つ
と
め
奉
仕
人
や

教
会
長
夫
妻
ら
31
名
が
参
加

し
た
。

　

今
回
の
「
研
修
会
」
は
、

月
次
祭
に
お
け
る
祭
儀
式
や

開
扉
、
献
饌
の
作
法
が
メ
イ

ン
テ
ー
マ
。
天
理
教
教
会
本

部
祭
儀
委
員
会
が
発
行
す
る

『
お
つ
と
め
及
び
祭
儀
式
』

お
つ
と
め
奉
仕
人
を
対
象
に
「
祭
儀
式
研
修
会
」
実
施

大
教
会
創
立
130
周
年
記
念
祭
に
向
け
て

▲祭儀式をつとめる上で、気持ちの持ち方の大切さを述べる速水先
生。受講者の質問にも丁寧に答えてくださった。

に
基
づ
い
て
、
研
修
が
進
め

ら
れ
た
。

　

研
修
の
中
で
速
水
先
生

は
、「
作
法
は
『
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
』の
で
は
な
く
、

『
さ
せ
て
い
た
だ
か
な
い
と

申
し
訳
な
い
』
と
い
う
気
持

ち
が
大
切
」
と
指
摘
。
受
講

者
の
質
問
に
対
し
て
、
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
、
作
法
を
見

せ
な
が
ら
指
導
し
た
。

　

研
修
の
最
後
に
は
、
改
め

て
心
の
持
ち
方
を
説
明
し
、

「
親
神
様
、
教
祖
、
祖
霊
様

が
そ
こ
に
お
ら
れ
る
と
い
う

意
識
で
勤
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

教
務
報

◆
大
教
会
人
事

　
・
丹
精
部
（
１
月
23
日
付
）

　
　

部

長　

東
松
浦　
　

吉　

田　

政　

彦

　
　

副
部
長　

西　

北　
　

森　

川　

祐　

三

　
　

関
東
担
当　

岡　

瀧　
　

常　

道　

久　

雄

　
　

以
下
部
員

　
　
　

谷
川
清
彦
（
岡　

道
）　

奥
村　

孝
（
岡　

村
）

　
　
　

森
川
清
和
（
伊
萬
里
）　

塚
元
孝
雄
（
武
生
水
）

　
　
　

光
武
松
市
（
須　

光
）　

井
上
明
生
（
筑　

八
）

　
・
布
教
部
（
１
月
23
日
付
）

　
　

部

長　

表　

野　
　

蓮　

池　

弘　

之

　
　

副
部
長　

福　

門　
　

村　

田　

継　

明

　
　
　
　
　
　
　

鶴　

城　
　

大　

野　

真　

也

　
　

以
下
部
員

　
　
　

江
里
道
孝
（
住
之
都
）　

武
藤
聡
宏
（
天
神
免
）

　
　
　

山
内
健
司
（
芦　

刈
）　

高
場
純
貴
（
東
志
免
）

　
　
　

田
原
太
郎
（
警　

固
）　

上
田
耕
平
（
表　

田
）

　
　
　

牧　

大
介
（
呉
服
町
）　

百
濟
直
道
（
東
水
町
）

　
　
　

塚
元
道
陽
（
武
生
水
）　

芝
田
善
展
（
南
阿
太
）

　
　
　

吉
田
忠
実
（
東
松
浦
）　

森
川
善
紘
（
伊
萬
里
）

　
　
　

片
渕
さ
と
み
（
北
有
明
）
金
武
直
子
（
香　

蘭
）

　
　
　

松
本
直
美
（
大
和
二
見
）
常
道
京
子
（
岡　

瀧
）

　
・
育
成
部
（
１
月
23
日
付
）

　
　

少
年
会
団
長　

岡　
　
　

吉　

田　

直　

弘

　
　
　
　

副
団
長　

岡　

谷　

森　

井　

正　

次

　
　

学
担
委
員
長　

表　

時　

上　

田　

時　

弘

　
　
　

副
委
員
長　

西
大
阪　

丸　

田　

真　

久

　
　

以
下
部
員

　
　
　

早
田　

茂
（
東
鹿
島
）　

光
武
大
和
（
須　

光
）

　
　
　

森
川
稔
之
（
西　

北
）　

奥
村　

元
（
岡　

村
）

　
　
　

奥
村
慎
二
（
岡　

村
）　

蓮
池
理
弘
（
表　

野
）

　
　
　

森
井
大
一
（
眞　

世
）　

森
井
真
大
（
眞　

世
）

　
　
　

由
良
野
志
津
（
肥
陽
）　

森
井
典
子
（
岡　

谷
）

　
　
　

出
口
恵
美
（
飛
鳥
川
）　

牧　

理
恵
（
呉
服
町
）

　
　
　

塚
元
典
子
（
武
生
水
）　

田
原
陽
子
（
警　

固
）

　
　
　

上
田
優
子（
表　

田
）　

芝
田
え
り
か（
南
阿
太
）

　
　
　

吉
田　

愛（
東
松
浦
）　

吉
田
あ
ゆ
み（
東
松
浦
）

　
・
詰
所
（
１
月
23
日
付
）

　
　

主

任　

眞　

世　
　

森　

井　

道　

典

　
　

副
主
任　

岡　

萩　
　

森　

本　

喜　

治

　
　
　
　
　
　

敷　

津　
　

張　

間　

道　

男

　
・
庶
務
部
（
１
月
23
日
付
）

　
　

部

長　

岡　

谷　
　

森　

井　

正　

次

　
・
青
年
会
岡
分
会
（
２
月
23
日
付
）

　
　

副
委
員
長　

南　

渕　
　

森　

井　
　

要

　
　

委　
　

員　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

裕　

也

　
　
　
　
　
　
　

表　

時　
　

上　

田　

侑　

史

　
　
　
　
　
　
　

住
之
都　
　

江　

里　

智　

和

　
　
　
　
　
　
　

眞　

澄　
　

森　
　
　

佑　

真

◆
教
養
掛

　

４
月　

天
神
免　
　

武　

藤　

聡　

宏

　

５
月　

岡　

萩　
　

森　

本　

喜　

治

◆
別
席
願
（
２
月
16
日
～
３
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

芦　

刈　
　

山　

内　

恵　

美

　
　
　

東
志
免　
　

川　

村　

優　

奈

　
　
　

松
ケ
江　
　

内　

田　

啓　

太

　
　
　

松
ケ
江　
　

内　

田　

治　

暉

　
　
　

表　

時　
　

橋　

本　

久
美
子

◆
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴（

２
月
１
日
～
３
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

岡　
　
　
　

森　

井　

こ
こ
ろ

　
　
　

岡　

谷　
　

森　
　
　

宏　

之

　
　
　

表　

時　
　

金　
　
　

順　

華

　
　
　

眞　

世　
　

森　

井　

は　

な

　
　
　

表　

田　
　

上　

田　

き　

え

　
　
　

瀧　

登　
　

相　

場　

ゆ
た
か

〝センバツ甲子園〟で新応援曲が響き渡る
　天理高校野球部が 3 年ぶり２７回目の出場を果た

した「第 97 回選抜高校野球大会」。山梨学院と対

戦した３月２０日の第２試合で、新しい応援曲が甲

子園に響き渡った。曲名は、教祖１４０年祭イメー

ジソングの『旬の風』（作曲者／光武大和・須光分

教会長）。今回、天理高校吹奏楽部野球応援用に編

曲され、３塁側アルプス席から披露された。天理高

校吹奏楽部ファンも楽しみにしている〝甲子園〟。

新応援曲で〝センバツ甲子園〟を盛り上げた。



　2 月　February

　   ３月　March

写真で振り返る一カ月

　３月１８日から始まった「第９７回選抜高等

学校野球大会」。天理高校野球部も出場した

今大会で、注目を集めている高校があります。

カタカナ表記が印象に残る初出場校の、エナ

ジックスポーツ高等学院です。創部３年目で

の甲子園出場。２１日の初戦では、至学館（愛

知）を相手に８－０で完封勝利するという、

衝撃的な全国デビューを白星で飾りました。

　沖縄県代表として出場した同校野球部。監

督があえてサインを出さない〝ノーサイン野

球〟でも注目を集めていますが、チームは全

寮制で、選手が主体的に練習に取り組みます。

　そんな野球部員の生活面を支えているの

が、筑八分教会ようぼくの鎌田武治さん。同

校通信制課程の教頭、社会科の教諭を務める

傍ら、同部のコーチとして主に選手の生活面

をサポートしています。

　学校と寮生活の２４時間を選手と共に過ご

す鎌田さん。〝縁の下の力持ち〟が、今回の

甲子園出場を大きく支えています。

〝縁の下〟で選手を支え
甲子園で全国デビュー！！！

　　　　

　２月２４日、青年会岡分会（芝田善展委員

長）は「岡分会の集い in 関西」を開催。主

に関西在住の青年会員１６名が参加した。

　この「集い」は、教祖年祭はもちろんの事、

１１月３０日に敷島大教会で開催される「青年

会心勇講総会」に向けて意気を高めるために

開催されたもの。当日は、青年会敷島分会の

副委員長と委員を講師に迎えて「心勇講総会」

をＰＲ。感話やねりあいのほか、親睦会でお

互いの交流を深めた。

　中でもねりあいでは、自分で質問を考えて

相手の意見を聞く「クロストーク」を実施。

普段感じている疑問や質問が積極的に飛び交

い、教祖年祭に向けた自分自身の歩み方と向

き合う時間となった。

　次回、８月３０日には東松浦分教会を会場

に「in 九州」を開催予定。また、「心勇講総会」

関連行事として、ひのきしん隊に年間で延べ

１千人の入隊を目指す「NOBESEN」や「心

勇講セミナー」、心勇講教会巡りツアー「大

教会へ行こう」などが開催される。詳細は、

青年会岡分会まで。

岡分会の集い in 関西を開催

　

岡
瀧
分
教
会
（
常
道
祐
毅
会

長
）
は
昨
年
11
月
16
日
、
創
立

100
周
年
記
念
祭
を
執
行
。
約

100

人
が
参
集
し
、
賑
や
か
に
、
そ

し
て
一
手
一
つ
に
お
つ
と
め
を

勤
め
た
。

100
年
と
い
う
大
切
な

節
目
を
迎
え
た
常
道
会
長
は

「
歴
代
会
長
様
を
は
じ
め
、
先

人
先
生
方
の
長
年
の
伏
せ
込
み

の
お
か
げ
で
こ
の
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
と
御
礼

の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
」

と
話
す
。

　

岡
瀧
分
教
会
で
は
翌
月
、
創

立
記
念
祭
を
迎
え
さ
せ
て
頂
け

た
お
礼
参
拝
と
し
て
「
お
ぢ
ば

が
え
り
団
参
」
を
実
施
。
11
月

24
日
に
開
催
さ
れ
た
「
婦
人
会

岡
支
部
総
会
」
へ
、
部
内
の
瀧

登
分
教
会
と
併
せ
て
18
人
が
参

加
し
、
お
ぢ
ば
へ
帰
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
教
祖
年
祭
活
動
も

〝
仕
上
げ
の
年
〟。
常
道
会
長
は

「
教
会
に
つ
な
が
る
皆
さ
ん
と

更
な
る
飛
躍
の
決
意
を
固
め
、

教
祖

140
年
祭
に
む
か
っ
て
勇
み

心
に
拍
車
を
か
け
た
い
」
と
意

気
込
む
。

節目の年を迎えさらなる飛躍を！
一手一つに創立１００周年記念祭を執行

岡瀧分教会

　奈良市を拠点に、組飴を使った土産商品の販売を行っている

上田康世さん（岡谷分教会）。４月１３日から半年間開催される

「EXPO2025 大阪・関西万博」で、公式ライセンス商品の販売

に携わることになりました。

　「組飴」は日本の伝統技術で、発祥は江戸時代中期。飴細工の

技法の一つで、「金太郎飴」や「元禄飴」などでよく知られてい

ます。古都奈良で生まれ育ち、伝統的な「組飴」に強い思い入れ

を持つ上田さん。万博ではどのような組飴がお披露目されるので

しょうか。皆さんもぜひ、大阪・関西万博で見つけてみてください。

日本伝統技術「組飴」で大阪・関西万博を盛り上げる

鎌田武治さん（筑八分教会）

上田康世さん（岡谷分教会）



　

　　

　　　

　

天理教岡大教会　〒 634-0111　明日香村岡 395　e-mail ／ info@oka.or.jp
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大
教
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絡
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立
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八
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R188 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区　
　
　
　
　

６　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
岡
谷
・
眞
世
・
南
渕
）

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

　
　
　
　
　

各
部
各
会
会
議

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

TOPIC

教
務
報

◆
教
養
掛

　

６
月　

西　

北　
　

森　

川　

稔　

之

　

７
月　

西
大
阪　
　

丸　

田　

真　

久

◆
別
席
願
（
３
月
16
日
～
４
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

嘉　

殿　
　

早　

原　

京　

子

　
　
　

須　

光　
　

木
佐
木　

実　

果

▼
そ
の
他
の
行
事
予
定
▲

１
～
31
日　

大
教
会
一
斉
巡
教
（
６
月
末
ま
で
）

５　

日　
　

東
松
浦
合
同
総
会

23　

日　
　

縦
の
伝
道
講
習
会

24　

日　
　

大
教
会
山
の
整
備
ひ
の
き
し
ん

25　

日　
　

道
弘
分
教
会
創
立
100
周
年
記
念
祭

31　

日　
　

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

５月６月
１　

日　
　

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

１
～
30
日　

大
教
会
一
斉
巡
教

28　

日　
　

第
２
回
岡
の
つ
ど
い
in
関
東

28
～
29
日　

婦
人
会
委
員
部
長
後
継
者
講
習
会

一手一つに「少年会総会」を開催
「みんなで作り上げる」をスローガンに３００人が参加

　

少
年
会
岡
団
（
吉
田
直
弘
団

長
）
に
よ
る
春
の
恒
例
育
成
行

事
「
少
年
会
岡
団
総
会
」
が
、

今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
少

年
会
員

138
人
を
含
む
合
計
321
人

が
参
加
し
た
。

　

初
日
は
、
午
前
11
時
に
開
会

式
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
午
後
は
お
つ
と
め
練

習
や
、
教
祖
の
ひ
な
が
た
に
ふ

れ
る
「
ツ
ア
ー
ズ
」
を
実
施
。

「
お
て
ふ
り
」
や
「
鳴
物
」、「
総

合
練
習
」、「
お
楽
し
み
」
の
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
総
会
当
日
の

最
終
練
習
を
行
っ
た
。
ま
た
午

後
２
時
に
は
、
大
教
会
で
毎
日

つ
と
め
ら
れ
て
い
る
礼
拝
と
お

願
い
づ
と
め
に
参
加
。
大
教
会

長
様
よ
り「
お
や
さ
ま
の
お
話
」

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

夕
食
、
夕
づ
と
め
を
終
え
た

め
、
団
育
成
委
員
が
「
座
り
づ

と
め
」
を
勤
め
、「
よ
ろ
づ
よ

八
首
」
と
十
二
下
り
の
て
お
ど

り
を
、
少
年
会
員
ら
が
７
交
代

で
勤
め
た
。

　

午
後
は
、
食
堂
ホ
ー
ル
を
会

場
に
９
種
類
の
模
擬
店
が
用
意

さ
れ
、
鼓
笛
隊
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
ス

タ
ー
ト
。
有
志
に
よ
る
出
し
物

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
終
盤
に

は
豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選

会
を
実
施
。
抽
選
に
一
喜
一
憂

し
、お
お
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

夜
は
、
み
ん
な

が
楽
し
み
に
し

て
い
る
「
オ
カ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」

が
開
幕
！
色
別

対
抗
で
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て

競
い
合
い
、
交
流
を
深
め
た
。

　

総
会
当
日
の
二
日
目
に
は
、

当
日
参
加
の
少
年
会
員
が
続
々

と
集
合
。
大
教
会
長
様
を
は
じ

▲「おつとめまなび」では、一生懸命に練習して
きた成果を、親神様・教祖にご覧いただいた。

▲「ツアーズ」では、お楽しみ行事を
通して、教祖のひながたにふれた。

１４０年
祭教　祖 大教会長様ご臨席
小平尚典氏特別講演！

日時／令和７年６月２８日（土）
　　　午前１１時スタート
会場／天理教岡瀧分教会
　　　飯能市落合３１９－１
参加御供／１，０００円
持ち物／ハッピ、白足袋

岡のつどい in 関東

【お問合せ】
天理教岡瀧分教会（常道久雄）
TEL／０４２（９７４）３６４０

　
　
　

須　

光　
　

木
佐
木　

結　

衣

　
　
　

飛
鳥
川　
　

宮　

崎　

紫
央
音

◆
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴

（
３
月
16
日
～
４
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

上　

橘　
　

藤　

本　

優　

大

大
教
会
一
斉
巡
教
の
お
知
ら
せ
丹
精
部

　

教
祖
年
祭
活
動
〝
仕
上
げ
の
年
〟
を
迎
え
、
岡
大
教
会
丹
精
部
（
吉
田

政
彦
部
長
）
で
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
部
内
教
会
へ
の
一
斉
巡
教

を
実
施
し
ま
す
。
今
回
の
一
斉
巡
教
は
、「
お
ぢ
ば
帰
り
の
促
進
」と「
日
々

の
教
祖
ひ
な
が
た
実
践
」
を
通
し
て
、
年
頭
の
心
定
め
達
成
を
目
指
す
も

の
。
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
10
月
25
日
、
26
日
に
は
「
岡
大
教
会
別
席

団
参
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

岡大教会別席団参
立教１８８年１０月２５・２６日

Go! Go! OKA
布教部（蓮池弘之部長）では、

５月を実動強化月間とし、ひ

のきしんを各所で実施しま

す。詳細は下のＱＲコードを

読み取ってください。



　3 月　March

　   4 月　April

写真で振り返る一カ月

教祖１４０年祭

　教祖１４０年祭に向かう年祭活動中
に実施されている、ご本部月次祭での
「登殿参列」。２月には８名の教会長が
参列し、ご本部神殿の結界内でかぐら
づとめを拝した。
　２月の参列者は森井正次（岡谷）、
江里道孝（住之都）、武藤聡宏（天神免）、
高場純貴（東志免）、牧大介（呉服町）、
由良野志津（肥陽）、常道祐毅（岡瀧）、
常道登美雄（瀧登）。

「登殿参列」

　

中
学
生
の
教
会
長
子
弟
ら
を
対
象
に
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
て

い
る
「
子
弟
練
成
会
」。
こ
れ
ま
で
大
教
会

主
体
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
育

成
部
が
立
ち
上
が
っ
た
今
年
か
ら
同
部
が
担

当
す
る
こ
と
に
。「
同
世
代
の
〝
道
の
仲
間
〟

と
出
会
う
中
で
互
い
の
信
仰
と
交
流
を
深

め
、
期
間
中
の
体
験
を
通
し
て
教
祖
の
ひ
な

が
た
に
ふ
れ
、
学
ん
だ
こ
と
を
日
常
生
活
で

実
践
で
き
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
指
し
た

い
」
と
の
思
い
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

３
月
31
日
の
「
少
年
会
岡
団
総
会
」
終
了

後
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
。
夕
づ

と
め
後
の
ね
り
あ
い
で
は
、
教
祖
の
ひ
な
が

た
を
た
ど
る
一
環
で
「
転
輪
王
講
社
」
の
設

置
に
関
す
る
天
理
教
史
を
勉
強
。
教
祖
が
激

し
く
反
対
さ
れ
る
中
、
教
祖
や
信
者
さ
ん
を

守
る
た
め
に
、
命
を
賭
し
て
行
動
に
移
さ
れ

た
教
祖
の
長
男
・
秀
司
様
の
お
姿
を
学
ん
だ
。

　

翌
日
は
、
秀
司
様
が
「
転
輪
王
講
社
」
設

置
の
た
め
に
赴
か
れ
た
「
蔵
王
堂
」
と
「
地

福
寺
」
を
見
学
。
途
中
、
約
10
㎞
を
徒
歩
で

移
動
し
、
秀
司
先
生
の
足
跡
を
た
ど
っ
た
。

　

３
日
目
は
、交
流
行
事
と
し
て
淡
路
島
へ
。

今
話
題
の
「
ニ
ジ
ゲ
ン
ノ
モ
リ
」
で
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
た
。

大教会 互いの絆深める子弟練成会
教祖のひながたにふれ、信仰をみつめる

▲夜のねりあいで「転輪王講社」について学び、翌日には実際に現地を見学。秀司様の足跡をたどった。

　〝道の学生〟が集う「春の学生おぢばがえ

り（春学）」。４月２８日には本部中庭で行わ

れた式典に臨みました。午後の「直属アワー」

では、教区参加の学生も詰所に合流。ランチ

やゲームなどで盛り上がりました（写真）。

春の学生おぢばがえり

　３月 24日に執り行われた大教会の春季霊

祭。祭儀では、大教会長様祭主のもと、祖霊

様の御前で祭文を奏上。春休みに入り、子供

たちを含む大勢の参拝者が先人のご遺徳を偲

び、ご功績にお礼を申し上げました。

　　　　

　教祖年祭活動も〝仕上げの年〟を迎え、教

内の布教、求道の熱も一段と盛り上がりを見

せています。大教会でも各部各会による行事

を通して意気を高め、丹精に向けた力が込め

られています。

　そんな中、大教会では月次祭祭典後の神殿

講話に、「教会長」として初めて教祖年祭を

迎える〝若手〟が登壇。「初の年祭活動を生

きる教会長の今」と題して、年祭活動の歩み

を紹介している。３月は、上田時弘・表時分

教会長、金武直子・香蘭分教会長が登壇した。

初の年祭活動を歩む教会長

大教会春季霊祭を執行

　教祖誕生祭が勤められた４月１８日、詰所

を会場にオーストラリア布教隊が模擬店を実

施。鉄板焼き鳥や飲み物などを用意し、婦人

会総会に帰参したご婦人方を中心に楽しんで

いただきました。今年も第１０次隊を予定し

ていますので、どうかご支援をお願いします。

オーストラリア布教隊
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R188 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区　
　
　
　
　

６　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
岡
谷
・
眞
世
・
南
渕
）

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

　
　
　
　
　

各
部
各
会
会
議

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

TOPIC

教
務
報

▼
そ
の
他
の
行
事
予
定
▲

６月
１
　
日
　
　
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

１
～
30
日
　
大
教
会
一
斉
巡
教
（
丹
精
部
）

28
　
日
　
　
第
２
回
岡
の
つ
ど
い
in
関
東

28
～
29
日
　
婦
人
会
委
員
部
長
後
継
者
講
習
会

素敵なランチで心ウキウキ♪
帰参者で賑わう詰所を目指し、婦人会が特別企画

　

天
理
教
婦
人
会
第

107
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
４
月
19
日
、
婦
人

会
岡
支
部
（
吉
田
陽
子
支
部
長
）
で
は
総
会
終
了
後
に
、
詰
所
を

会
場
に
〝
ワ
ン
コ
イ
ン
ラ
ン
チ
〟
を
開
催
。
婦
人
会
員
の
み
な
ら

ず
、
老
若
男
女
約
70
人
の
帰
参
者
で
賑
わ
っ
た
（
写
真
）。

　

毎
年
、
総
会
後
に
は
記
念
行
事
と
し
て
「
支
部
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
別
日
に
会
場
を
増
や
し
て
実
施
す
る

こ
と
に
。「
総
会
へ
の
参
加
だ
け
で
な
く
、
お
ぢ
ば
に
お
帰
り
頂

い
た
方
々
に
少
し
で
も
楽
し
い
雰
囲
気
に
ふ
れ
、
喜
ん
で
い
た
だ

◆
教
養
掛

　

７
月　

西
大
阪　
　

丸　

田　

真　

久

　

８
月　

杵　

島　
　

原　
　
　

秀　

喜

◆
別
席
願
（
４
月
16
日
～
５
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

音　

々

　
　
　

南　

渕　
　

保　

井　

宏　

文

　
　
　

表　

田　
　

河　

合　

フ
サ
子

　
　
　

表　

田　
　

上　

田　

結　

心

　
　
　

岡　

瀧　
　

菅　

野　

愛　

那

　
　
　

岡　

瀧　
　

菅　

野　

夢　

那

◆
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴

（
４
月
16
日
～
５
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

福　

門　
　

石　

丸　
　
　

愛

27
～
8/3
日
　
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り

７月

き
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
今
回
の
〝
ラ
ン
チ
〟
を

企
画
。「
和
風
パ
ス
タ
」
や
「
ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ
」

の
ほ
か
、「
ハ
ッ
シ
ュ
ド
ビ
ー
フ
」、「
デ
ザ
ー
ト
」

な
ど
、手
作
り
メ
ニ
ュ
ー
で
帰
参
者
を
も
て
な
し
た
。

　

当
日
は
、
詰
所
の
食
堂
が
ラ
ン
チ
会
場
に
。
食
事

の
ほ
か
、
バ
ザ
ー
も
開
催
さ
れ
大
賑
わ
い
。
美
味
し

い
食
事
を
と
り
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
に
も
花
が
咲

き
、
ラ
ン
チ
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
だ
。

　

ラ
ン
チ
の
準
備
は
婦
人
会
が
一
手
に
担
い
、
前
日

か
ら
仕
込
み
を
実
施
。担
当
の
森
川
誠
子
委
員
は「
活

気
の
あ
る
ラ
ン
チ
と
な
り
、
皆
さ
ん
本
当
に
勇
ん
で

く
だ
さ
っ
た
と
思
う
。
教
祖
年
祭
に
向
け
て
『
動
く

ぞ
！
』
と
思
え
た
」
と
話
す
。

　「生活の中にあふれるご守護や、〝不思議〟を

感じる私たちの感性が鈍くなっている気がす

る」。そう話すのは、相嘉分教会の安井一夫会

長（写真中央）。「ワシもいい歳
とし

やから……」と

はにかみながらも、それでも「神様を目
め ど う

標に判

断できる心は養い続けたい」と語気を強める。

　昨年末、相嘉分教会の役員会議で「ご本部回

一度でもたくさん教祖のもとへ
教祖１４０年祭企画

私の年祭活動
相嘉分教会・大和二見分教会

廊ひのきしん団参」の声を上げた。そこには、先の思いに加えて「おぢばに帰り、ひのきしんさせて

いただくと心がスッと爽やかになり、信仰信念がリセットされる」との気持ちがこもる。教祖年祭当

日まで、一度でもたくさん教祖のもとへ帰りたい。この道の信仰信念に、〝歳〟は関係ない。

めばえコーナー

ご誕生
おめでとうございます

HAPPY BIRTDAY

上田時弘さん、ゆ

かりさんの五男と

して生まれまし

た。よろしくお願

いします。

（表時分教会）

上田　喜
よしなり

成くん（令和７年３月１９日生）



　4 月　April

　   5 月　May

写真で振り返る一カ月

教祖１４０年祭

　教祖１４０年祭に向かう年祭活動中に
実施されている、ご本部月次祭での「登
殿参列」。４月には１０名の教会長が参列
し、ご本部神殿の結界内でかぐらづとめ
を拝した。
　参列者は前列右より蓮池弘之（表野）、
吉田政彦（東松浦）、村田継明（福門）、
井上明生（筑八）、田原太郎（警固）。後列
右より光武大和（須光）、藤本豪志（嘉殿）、

「登殿参列」

　春の陽気に包まれた４月２６日、「臨時祭

典願（創立記念祭）」のおはこびを実施した

道弘分教会（高野英士会長）。記念祭当日に

向けて談じ合いを重ね、５月２５日に「創立

１００周年記念祭」が執り行われます。

創立１００周年のおはこび
　関西と九州の３会場で毎月、日を決めて活

動している「盛華会」。４月２７日には、大

教会に集まった１７名（少年会員を含む）が「ね

りあい」と「バースデーカード作成」を実施。

活動の最初には、大教会の正門前で神名流し

も行いました。教祖１４０年祭も目前。「自ら

も信仰を深め、わが子へも伝えたい」との思

いが込められています。

　　　　

　教祖年祭活動も〝仕上げの年〟を迎え、教

内の布教、求道の熱も一段と盛り上がりを見

せています。大教会でも各部各会による行事

を通して意気を高め、丹精に向けた力が込め

られています。

　そんな中、大教会では祭典後の神殿講話に、

「教会長」として初めて教祖年祭を迎える〝若

手〟が登壇。「初の年祭活動を生きる教会長

の今」と題して、年祭活動の歩みを紹介して

いる。４月は、山内健司・芦刈分教会長、丸

田真久・西大阪分教会長が登壇しました。

初の年祭活動を歩む教会長

神名流しで理づくり（盛華会）

　毎月２３日の大教会月次祭前と、２６日の

ご本部月次祭前に実施されている「教祖のお

心にふれる」。張間道男・敷津分教会長を講

師に、毎回「天理教教祖伝逸話篇」をもと

に約１５分の講演が行われています。内容は

Youtube にもアップロードしています。

教祖のお心にふれる

半田邦興（肥東）、田中康温（筑後川）、丸田真久（西大阪）。

　

東
松
浦
分
教
会
（
吉
田
政
彦
会
長
）

で
は
こ
ど
も
の
日
の
５
月
５
日　

、
婦

人
会
、
青
年
会
、
少
年
会
に
よ
る
「
東

松
浦
合
同
総
会
」
を
開
催
。
少
年
会
員

43
名
を
含
む
、合
計

145
名
が
参
加
し
た
。

　

新
緑
が
芽
吹
く
初
夏
の
陽
気
と
な
っ

た
当
日
、
座
り
づ
と
め
、
前
半
下
り
、

後
半
下
り
の
３
交
代
で
お
つ
と
め
が
勤

め
ら
れ
、
各
教
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
担
当
。
事
前
に
お
稽
古
を
重
ね
て
き

た
甲
斐
も
あ
っ
て
、
一
手
一
つ
に
心
勇

ん
だ
お
つ
と
め
と
な
っ
た
。

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
屋
外
ス
テ
ー
ジ

で
の
お
楽
し
み
行
事
で
は
、今
年
も「
プ

レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
」
を
実
施
。
抽
選
結

果
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
ど
も
達
の
元
気

い
っ
ぱ
い
な
歓
声
で
会
場
は
盛
り
上
が

り
、
賑
や
か
な
時
間
を
楽
し
ん
だ
。

　

ま
た
、
前
日
の
準
備
ひ
の
き
し
ん
に

は
、
早
朝
か
ら
約
40
名
が
駆
け
つ
け
、

合
同
総
会
の
設
営
準
備
だ
け
で
は
な

く
、
境
内
地
の
清
掃
も
併
せ
て
実
施
。

一
人
ひ
と
り
が
笑
顔
で
、
心
を
込
め
て

汗
を
流
す
ひ
の
き
し
ん
の
姿
は
、
ま
さ

に
陽
気
ぐ
ら
し
を
感
じ
さ
せ
た
。

▲今年の総会には 145 名が参加。３交代によるおつとめを、参加者全員で一手一つに勤めた。

陽気な雰囲気のなか総会開催
準備から片付けまで一手一つに心を込めて

東松浦分教会

Youtube は
こちらから
↓↓↓



学生生徒修養会
　　　　高校の部
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▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区　
　
　
　
　

６　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん

（
岡
・
岡
谷
・
眞
世
・
南
渕
）

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

　
　
　
　
　

各
部
各
会
会
議

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

TOPIC

教
務
報

▼
そ
の
他
の
行
事
予
定
▲

８月
7/27
～
３
日
　
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り

　
※
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
２
日
ま
で

９
～
13
日
　
学
生
生
徒
修
養
会
（
高
校
の
部
）

23
～
25
日
　
雅
楽
講
習
会
（
関
西
会
場
）

30
　
日
　
　
岡
分
会
つ
ど
い
IN
九
州

教祖１４０年祭へ意気高まる
大教会創立記念祭への気運も

◆
教
養
掛

　

８
月　

杵　

島　
　

原　
　
　

秀　

喜

　

９
月　

東
松
浦　
　

吉　

田　

忠　

実

◆
修
養
科
第
1005
期
修
了
者
（
５
月
27
日
修
了
）

　
　
　

杵　

島　
　

江　

上　

さ
く
ら

◆
教
人
登
録
（
５
月
24
日
付
）

　
　
　

西　

北　
　

森　

川　

千　

鶴

◆
別
席
願
（
５
月
16
日
～
６
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

翔　

太

　
　
　

芦　

刈　
　

山　

崎　

朝　

枝

　
　
　

芦　

刈　
　

古　

賀　

ト
キ
子

　
　
　

南
阿
太　
　

坂　

本　

絹　

世

27
～
8/3
日
　
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り

７月

　「教祖年祭は『伏せ込みの旬』『おたすけの旬』」とのスローガンのもと、教祖
１４０年祭に向けて「教えの実践」や「ひのきしん活動」、「にをいがけ実動」、「お
ぢば帰り」に関する活動方針を打ち出してきた大教会。年祭活動も残り半年とな
る中、大教会をはじめ各所で活発な歩みが進められている。また大教会創立記念
祭をちょうど一年後に控えた５月２４日には、信者会館南側に看板を設置。教祖
年祭に向けた意気の高まりに加え、大教会創立記念祭への気運も高まる。

岡
大
教
会
布
教
部

「
Ｇｏ
！　
Ｇｏ
！　
Ｏ
Ｋ
Ａ
」
実
施

　

新
体
制
と
な
っ
た
布
教
部

（
蓮
池
弘
之
部
長
）
は
、
５

月
を
「
実
動
強
化
月
間
」
と

位
置
づ
け
、「
Ｇ
ｏ
！　
Ｇ
ｏ
！

　

Ｏ
Ｋ
Ａ
」
を
企
画
。「
街
中

で
の
ひ
の
き
し
ん
で
、
一
人

ひ
と
り
の
実
動
に
は
ず
み
を

つ
け
よ
う
！
」と
呼
び
か
け
、

関
西
や
九
州
の
４
カ
所
で
実

動
を
展
開
し
た
。

　
「
ひ
の
き
し
ん
を
通
し
た

布
教
活
動
」
を
目
指
し
た
今

回
の
企
画
で
は
、
教
会
周
辺

や
日
頃
の
に
を
い
が
け
エ
リ

控
え
た
５
月
24
日
、
創
立
記

念
祭
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

看
板
が
信
者
会
館
南
側
に
設

置
さ
れ
た
（
写
真
）。

　

紫
色
の
背
景
に
、
力
強
く

書
か
れ
た
白
い
文
字
が
よ
く

映
え
る
看
板
。
一
年
後
の
創

立
記
念
祭
に
向
け
て
、
気
運

を
高
め
た
。 　

大
教
会
の
創

立
130
周
年
記
念

祭
を
一
年
後
に

ア
で
の
実
動
の
ほ
か
、
イ

ベ
ン
ト
会
場
や
支
部
活
動

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
た
。

「
ま
ず
は
気
運
の
高
ま
り

に
な
れ
ば
」と
蓮
池
部
長
。

９
月
の
「
全
教
会
布
教
推

進
月
間
」
に
向
け
て
も
準

備
が
進
め
ら
れ
、
教
祖
年

祭
に
向
け
て
布
教
実
動
に

拍
車
を
か
け
る
。

福岡会場では、福岡教区の教友と共に「博
多どんたく」後の清掃を実施した。

　

各
教
会
が
日
を
決
め
て
実

施
す
る
「
大
教
会
伏
せ
込
み

ひ
の
き
し
ん
」。教
会
に
よ
っ

て
は
数
十
年
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
伏
せ
込
み
だ
が
、
教

祖
年
祭
の
旬
に
あ
る
い
ま
、

そ
の
和
が
一
層
広
が
っ
て
い

る
。
大
教
会
長
様
は
「
こ
の

和
が
、
一
人
ひ
と
り
の
成
人

に
つ
な
が
る
」
と
話
す
。

創
立
記
念
祭
の
看
板
を
設
置

広
が
る
伏
せ
込
み
の
和

信者会館のふすまの張替えを行う様子

葬
儀
は
吉
田
政
彦
・
東
松
浦
分
教
会
長
斎
主
の
も

と
、
５
月
５
日
み
た
ま
う
つ
し
、
６
日
告
別
式
が

サ
ン
レ
ー
北
九
州
紫
雲
閣
（
北
九
州
市
）
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年
、
教
会
長
と
し
て
道
の
御

用
の
上
に
尽
く
さ
れ
た
氏
の
功
績
を
讃
え
、
感
謝

と
敬
意
を
込
め
て
弔
意
を
表
し
ま
す
。

住之都分教会
３代会長

江里道治氏（９０歳）
５月４日お出直し

【訃　報】
この夏、とっておきの出会いがキミを待っている！

GAKUSYU for Highschool Students

全国から高校生がおぢばに集ま

り、さまざまなプログラムを通し

てお道の教えを学び、実践します。

班員と共に過ごす日々は、不安と

緊張の出会いから、やがてかけが

えのない友情を育み、最高の感動

が味わえます！

詳細は
コチラから

↓↓↓

8/9　  ～ 8/13Sat. Wed.



　5 月　May

　   6 月　June

写真で振り返る一カ月

大教会創立１３０周年記念祭に向けて

　大教会の創立記念祭にむけて、制作が
進められている親神様のお社。まだまだ
見た目にその形はわからないですが、各
所の部材の加工が進められています。
　今回、制作されるお社は高さ約３．６
メートル、幅が約３．５メートル。大教会
創立１２０周年記念祭に合わせて作られ
た、教祖のお社の約１．５倍に相当します。
　連日、「親神様御社制作所」からは、
部材を加工する音が聞こえてきます。

親神様お社制作着々と

　　　　

「こどもおぢばがえり」を２カ月後に控えた

５月の大教会祭月次祭了後、少年会岡団（吉

田直弘団長）は「縦の伝道講習会」を開催。

約１３０人が参加しました。

　少年会活動の意義や活動方針の徹底を図る

ために開催されているこの「講習会」。講師

として登壇した少年会本部委員の松永多加志

先生（南大教会長）は、少年会活動の重要性

に言及。自身の幼少期の思い出や、子育てに

携わる親として立場から、縦の伝道と成人の

歩みについて話を進めました。

縦の伝道講習会を開催

　大教会信者会館南側に掲げた「岡大教会創

立１３０周年記念祭」の看板。白字で書かれ

た文字は、由良野志津・肥陽分教会長が担当。

「緊張した～！」と由良野会長。大教会長様

が見守る中、素敵な看板に仕上がりました。

心を込めて力強く揮毫

　

今
年
11
月
30
日
に
、
敷
島
大
教
会
を

会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
青
年
会
心
勇
講

合
同
総
会
」。
こ
の
総
会
の
関
連
行
事

と
し
て
現
在
、
心
勇
講
に
元
を
同
じ
く

す
る
９
つ
の
大
教
会
を
巡
る
ツ
ア
ー
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

６
月
15
日
は
、
明
和
大
教
会
と
岡
大

教
会
が
ツ
ア
ー
先
。
午
前
中
に
明
和
大

教
会
を
訪
れ
た
一
行
41
人
は
、
11
時
30

分
に
岡
大
教
会
に
到
着
。
神
殿
を
参
拝

し
た
後
、
吉
田
直
弘
・
大
教
会
長
職
務

代
理
が
大
教
会
の
歴
史
を
説
明
し
た
。

　

引
き
続
き
参
加
者
ら
は
、
岡
大
教
会

創
立

130
周
年
記
念
祭
に
向
け
て
制
作
が

進
め
ら
れ
て
い
る
「
親
神
様
御
社
制
作

所
」
を
見
学
。
お
社
の
大
き
さ
や
制
作

期
間
、
部
材
の
加
工
方
法
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
が
飛
び
交
っ
た
。

　

昼
食
は
、
神
殿
前
の
屋
外
で
実
施
。

明
和
大
教
会
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
準
備
す
る
中
、
岡
大

教
会
は
得
意
の
流
し
そ
う
め
ん
を
用

意
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
、
練
習
に
励
ん

で
い
た
岡
大
教
会
の
鼓
笛
隊
員
も
合
流

し
、終
始
賑
や
か
な
ツ
ア
ー
と
な
っ
た
。

〝ツアー〟には各大教会から 41名が参加（写真左）。流しそうめんなどの食事を楽しんだ（写真右）。

心勇講の〝仲間〟が大教会へ
大教会へ行こう！！ツアーを開催

青年会岡分会
せていただいています。

　アンドリューさんがパートナーとの旅行を計

画したのは２０１９年。「おぢば帰り」の約束も

していましたが、コロナ禍で訪日を断念。今回

　新型コロナウイルスによるパンデミック

に翻
ほんろう

弄され、叶わなかったおぢば帰り。５

年の時を経て、思いが現実になりました。

　オーストラリア布教隊が立ち上がった

２０１３年。アンドリューさん（写真中央）

とは、第１次隊でのにをいがけ先で出会い

ました。現地実動の際は必ず連絡を取り合

い、現在もおさづけの取り次ぎなどに通わ

５年越しにおぢば帰りが叶いました。

　皆様の後押しで成り立つ布教隊。これからも

「拠点設立」を目指し、心を込めて頑張ります！

なにとぞ引き続き、ご支援をお願いいたします。

５年越しの念願が叶ったおぢば帰り
オーストラリア布教隊メンバーが案内



　

　　

　　　

　

天理教岡大教会　〒 634-0111　明日香村岡 395　e-mail ／ info@oka.or.jp

岡
大
教
会
連
絡
報

立
教
一
八
八
年
　
九
月
号
（
八
月
二
十
三
日
発
刊
）

oka.or.jp
発　行　所

高市郡明日香村岡 395
〒 634-0111

電話 (0744)54-2002
FAX (0744)54-3889
E-mail  info@oka.or.jp

天理教岡大教会

岡大教会ホームページ

188.8.23 ／ 073

大
教
会
の
諸
活
動

R188 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区　
　
　
　
　

６　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん

（
岡
・
岡
谷
・
眞
世
・
南
渕
）

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

　
　
　
　
　

各
部
各
会
会
議

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

TOPIC

教
務
報

▼
そ
の
他
の
行
事
予
定
▲

◆
本
部
食
堂
ひ
の
き
し
ん

　

7/1
～
7/7　

福　

門　

川　

口　

尚　

子

　

7/8
～

7/15　

松
ケ
江　

内　

田　
　

勝

24
　
日
　
　
吉
田
つ
る
様
30
年
祭

　
　
※
岡
大
教
会
４
代
会
長
夫
人
・
同
代
務
者

25
　
日
　
　
天
理
教
青
年
会
第
99
回
総
会

　
　
　
　
　
岡
盛
華
会
の
集
い

25
～
26
日
　
岡
大
教
会
別
席
団
参

10月

9月
１
～
30
日
　
全
教
会
布
教
推
進
月
間

　　
※
岡
大
教
会
布
教
部
で
は
〝
バ
ト
ン
布
教
〟
を

　
　
予
定
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

23
　
日
　
　
家
族
参
拝
デ
ー

24
　
日
　
　
大
教
会
秋
季
霊
祭

24
　
日
　
　
お
つ
と
め
勉
強
会

28
～
30
日
　
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー

◆
教
養
掛

　

10
月　

表　

時　
　

上　

田　

時　

弘

　

11
月　

警　

固　
　

田　

原　

太　

郎

◆
修
養
科
第
1006
期
修
了
者
（
６
月
27
日
修
了
）

　
　
　

東
松
浦　
　

森　

永　

健　

一

　
　
　

東
志
免　
　

川　

村　

優　

奈

◆
修
養
科
第
1007
期
修
了
者
（
７
月
27
日
修
了
）

　
　
　

肥　

里　
　

樋　

口　

し
づ
か

　
　
　

道　

弘　
　

吉　

井　

道　

信

◆
別
席
願
（
６
月
16
日
～
８
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

西　

北　
　

木　

村　

友　

哉

　
　
　

芦　

刈　
　

陣　

川　

美
由
紀

　
　
　

岡　

瀧　
　

菅　

野　

愛　

海

◆
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
願

（
６
月
16
日
～
８
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

翔　

太

　
　
　

表　

時　
　

米　

澤　

一　

雅

　
　
　

芦　

刈　
　

陣　

川　

伸　

明

　
　
　

住
之
都　
　

江　

里　

耕　

介

真
夏
の
祭
典
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」

恒
例
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
も
大
盛
況

　

照
り
つ
け
る
太
陽
に
、
は
じ
け

る
こ
ど
も
達
の
笑
顔
。
７
月
27
日

か
ら
８
月
３
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」

に
は
、
岡
大
教
会
部
内
教
会
か
ら

の
べ
１
千

220
名
（
う
ち
少
年
会
員

521
名
）
が
帰
参
。
詰
所
で
開
催
さ

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
７
月
27
日

か
ら
31
日
の
間
に
す
べ
て
の
模
擬

店
を
実
施
。
８
月
１
日
と
２
日

は
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
ド
リ
ン

ク
コ
ー
ナ
ー
を
中
心
と
し
た
、
室

内
会
場
の
み
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

期
間
中
は
「
岡
大
教
会
こ
ど
も

事
、「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
設
営

や
食
材
準
備
な
ど
、
長
年
の
経
験

を
生
か
し
た
き
め
細
や
か
な
体
制

が
整
え
ら
れ
た
。

　

中
で
も
、
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
る
の
が
「
特
別
ひ
の
き
し
ん

者
」
と
「
ヤ
ン
グ
ひ
の
き
し
ん
隊
」

の
存
在
。「
お
ぢ
ば
に
帰
っ
て
き

て
く
だ
さ
る
方
に
喜
ん
で
頂
き
た

い
」
と
の
思
い
で
、
連
日
、
朝
早

く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
帰
参
者
の

受
け
入
れ
の
お
世
話
取
り
に
当

た
っ
た
。

　

連
日
の
猛
暑
の
中
、
心
待
ち
に

し
て
い
た
お
ぢ
ば
へ
帰
っ
て
き
た

こ
ど
も
達
。
最
高
の
夏
の
思
い
出

に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

▲たくさんの人で賑わう「ふれあい広場」模擬店ブースの様子。

K O G

▼やっぱり人気は「ゲームコー
ナー」。昔懐かしい射的の様子。

れ
た
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
に
は
、
外

部
団
体
も
合
わ
せ

て
１
千

533
名
が
来

場
し
た
。

　

今
年
は
初
日
が

日
曜
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
前
半

期
間
に
帰
参
が
集

中
。
そ
の
た
め
、

お
ぢ
ば
が
え
り
運

営
局
（
蓮
池
弘
之

運
営
局
長
）」
を

立
ち
上
げ
、
各
部

署
ご
と
に
連
携
を

取
っ
て
準
備
。
詰

所
宿
泊
の
受
け
入

れ
の
ほ
か
、
お
ぢ

ば
帰
り
に
必
要
不

可
欠
な
輸
送
や
食

▲会場設営は青年会が主に担当。

▼
Ｋ
Ｏ
Ｇ
帰
参
隊
一
覧
▲

・
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ａ
隊
／
149
名

（
岡
、
飛
鳥
川
、
岡
谷
、
眞
世
、
南
渕
）

・
表
野
表
田
隊
／
113
名
（
表
野
、
表
田
）

・
表
時
隊
／
50
名　
　
　
　

・
大
和
二
見
隊
／
13
名

・
忍
海
隊
／
13
名　
　
　
　

・
岡
道
隊
／
33
名

・
東
松
浦
隊
／
10
名
（
東
松
浦
、
住
之
都
）

・
杵
島
隊
／
３
名　
　
　
　

・
須
光
隊
／
25
名

・
ひ
が
し
し
め
隊
／
38
名
（
東
志
免
、
東
水
町
）

・
東
松
浦
大
阪
隊
／
４
名　

・
東
明
実
隊
／
15
名

・
都
勇
心
隊
／
５
名
（
住
之
都
）

・
西
北
隊
／
16
名　
　
　
　

・
西
大
阪
隊
／
８
名

・
筑
八
隊
／
15
名　
　
　
　

・
貞
元
隊
／
９
名

・
肥
里
隊
／
４
名

・
岡
萩
岡
村
隊
／
33
名
（
岡
萩
、
岡
村
）

・
お
か
た
き
と
隊
／
28
名
（
岡
瀧
、
瀧
登
）

・
福
門
隊
／
９
名　
　
　
　

・
道
弘
隊
／
10
名

・
南
阿
太
隊
／
90
名　
　
　

・
南
渕
隊
／
９
名

・
鼓
笛
隊
／
49
名

※
順
不
同
、
運
営
局
把
握
分
、
人
数
は
速
報
値
で
す



　7 月　July

　 8 月　August

写真で振り返る一カ月

親神様・教祖へ練習の成果を御供

　「岡団鼓笛バンド、アルバトロ
ス、ゴールド！金賞」。審査発表
のアナウンスが流れた瞬間、鼓笛
隊員たちから大きな歓声が流れま
した。中には、「最初の一歩をミ
スしたから不安だった」、「音を少
し間違えたから……」と涙を流す
こども達も。それでも、一生懸命
に練習に取り組んできた１年の成

最高の演奏演技で金賞獲得

その他の開催行事はこちらから

「大教会連絡報」で紹介しきれない情報を
写真付きで配信しています♪

天理教岡大教会
LINE 公式アカウント

　　　　

　「こどもおぢばがえり」と並んで、夏の恒

例行事として開催されている「学生生徒修養

会・高校の部」。今年は８月９日から１３日に

かけて開催され、岡大教会から１１名が参加。

暑いおぢばで、熱く信仰を語り合い、互いの

親交を深めました。

〝学修〟高校の部に１１名参加

　大教会創立 130 周年記念祭に向けた整備

事業の一環として、詰所周辺の塀のペンキ塗

りが行われました。「せっかくなら『こども

おぢばがえり』に間に合わせたい」との思い

から、猛暑が続く 7月に実施されました。

詰所の塀を新たに塗装

　

６
月
28
日
、
岡
瀧
分
教
会
（
埼
玉
県

飯
能
市
）
を
会
場
に
「
岡
の
つ
ど
い
in

関
東
」
が
開
催
さ
れ
、
関
東
近
郊
か
ら

45
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
大
教
会
長
様
ご
臨
席
の
な

か
、
座
り
づ
と
め
が
勤
め
ら
れ
、
一
言

は
な
し
を
交
え
て
の
自
己
紹
介
を
実

施
。
そ
の
後
、
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
『
天
理
時
報
』
で
連
載
し
て
い
た

小
平
尚
典
氏
の
特
別
講
演
が
実
施
さ
れ

た
。

　

小
平
氏
は
講
演
で
、
松
下
電
器
産

業
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
創
業
者
の
松

下
幸
之
助
氏
と
天
理
教
と
の
出
会
い
に

つ
い
て
紹
介
。
天
理
教
の
教
理
を
通
じ

て
会
社
の
基
本
理
念
が
生
ま
れ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
話
し
た
。

　
「
つ
ど
い
」
当
日
は
、
遠
く
は
車
や

電
車
で
約
４
時
間
か
け
て
参
加
し
た
教

友
も
。
開
催
担
当
の
常
道
久
雄
・
大
教

会
役
員
は
「
熱
心
な
皆
さ
ん
の
姿
に
、

力
強
い
信
仰
力
を
感
じ
た
。
目
前
に
迫

る
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
け
て
、
ご
存

命
の
教
祖
に
ご
安
心
、
お
喜
び
い
た
だ

け
る
歩
み
を
誓
い
合
っ
た
」
と
話
す
。

関東在住の教友が集う今回の「つどい」では、小平尚典氏（写真右）による記念講演が実施された。

の協力を得て実施し、交流を深めました。

　当日は、大教会で参拝の後、食堂ホールで各

班に分かれて自己紹介。クイズなどの班対抗

ゲームを通して、中学生らと交流を深めました。

　天理大学が海外交流協定

を結ぶ大学などから、日本

の文化や言語を学ぶために

学生らが来日する「夏季日

本語講座（天理大学主催）」。

今年も、プログラムで計画

されている明日香村来訪の

お世話取りを、地元中学生

　その後、一行は奈良県立万葉文化会館を見学

し、再び大教会へ。神苑で実施したバーベキュー

や流しそうめんなどを楽しみ、日本の食文化に

もふれました。

今年も地元中学生と一緒に国際交流
夏季日本語講座参加の海外学生らと

関東の教友が一堂に会して
フォトジャーナリスト小平尚典氏の特別講演も

大教会
岡のつどい

in 関東

果を親神様・教祖に御供し、つかみ取った最高の金賞！鼓笛
活動を通してまた一つ大きくなったこども達の夏の思い出は、素敵な音色に包まれました。
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R188 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区　
　
　
　
　

６　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん

（
岡
・
岡
谷
・
眞
世
・
南
渕
）

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

　　　　　21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

TOPIC

教
務
報

▼
そ
の
他
の
行
事
予
定
▲

１
～
21
日
　
大
教
会
直
属
巡
教

24
　
日
　
　
吉
田
つ
る
様
30
年
祭

　
　
※
岡
大
教
会
４
代
会
長
夫
人
・
同
代
務
者

25
　
日
　
　
第
99
回
天
理
教
青
年
会
総
会

　
　
　
　
　
岡
盛
華
会
の
集
い

　
　
　
　
　
よ
う
こ
そ
お
か
え
り
講
話

25
～
26
日
　
岡
大
教
会
別
席
団
参

10月11月
１
、
２
日
　
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

３
　
日
　
　
西
北
お
つ
と
め
総
会

25
　
日
　
　
学
生
担
当
者
大
会

27
～
28
日
　
新
任
教
会
長
の
集
い

30
　
日
　
　
青
年
会
心
勇
講
合
同
総
会

◆
本
部
辞
令

　
・
少
年
会
隊
長
変
更
（
６
月
26
日
付
）

　
　
　

福
門
隊　
　

松　

浦　
　

遼

◆
教
養
掛

　

10
月　

表　

時　
　

上　

田　

時　

弘

　

11
月　

警　

固　
　

田　

原　

太　

郎

　

12
月　

東
鹿
島　
　

早　

田　
　

茂

◆
修
養
科
第
1008
期
修
了
者
（
８
月
27
日
修
了
）

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

翔　

太

◆
別
席
願
（
８
月
16
日
～
９
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

上　

橘　
　

松　

尾　

友
理
乃　

今
年
も
つ
な
が
る
布
教
活
動
の〝
バ
ト
ン
〟

全
教
会
で
の
実
動
目
指
し
た
歩
み
進
め
る

　

教
祖

140
年
祭
に
向
か
う
年
祭
活

動
中
の
９
月
ひ
と
月
は
、
ご
本
部

　

ひ
と
月
の
間
に
、

全
教
会
を
一
つ
の
バ

ト
ン
で
つ
な
ぐ
の
は
難
し
い
。
そ

こ
で
布
教
部
で
は
、
部
内
教
会
を

地
域
ご
と
に
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
割
。
地
域
ご
と
に
バ
ト
ン
を
用

意
し
、
実
動
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
た
。

「
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
布
教
実
動
」

の
醍だ
い
ご
み

醐
味
は
、
バ
ト
ン
を
「
届
け

る
教
会
」
と
「
受
け
取
る
教
会
」

が
共
に
実
動
す
る
と
い
う
こ
と
ろ

に
あ
る
。
ま
た
実
動
の
様
子
を
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
共
有
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

情
報
を
配
信
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
普
段
は
な
か
な
か
会
う
こ
と
が

▲各地で繋がれている〝バトン〟を手に、ハイチーズ♪

▲週末や夕暮れのにをいがけでは、少年
会員も勇んで実動に参加している。

よ
り
「
全
教
会
布
教
推
進
月
間
～

一
手
一
つ
に
世
界
た
す
け
の
歩
み

を
進
め
よ
う
～
」と
打
ち
出
さ
れ
、

各
地
で
に
を
い
が
け
実
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
月
間
」
に
は
「
更
な
る

意
識
を
も
っ
て
布
教
に
あ
た
り
、

世
界
へ
教
え
を
広
め
る
（
天
理
教

布
教
部
）」
と
の
思
い
が
込
め
ら

れ
お
り
、
岡
大
教
会
布
教
部
（
蓮

池
弘
之
部
長
）
と
し
て
は
、
昨
年

か
ら
引
き
継
い
で
「
バ
ト
ン
を
つ

な
ぐ
布
教
実
動
」
を
展
開
。
独
自

に
作
成
し
た
に
を
い
が
け
用
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
を
〝
バ
ト
ン
〟
と
し
て

つ
な
ぎ
、
連
日
、
心
勇
ん
だ
布
教

実
動
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。

布教部

出
来
な
い
仲
間
が
に
を
い
が
け
に

出
る
姿
を
見
る
こ
と
で
、
こ
ち
ら

も
心
が
勇
む
」
と
い
う
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

９
月
28
日
、
29
日
、
30
日
は

「
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
」。

ま
た
、
10
月
25
日
と
26
日
に
は
大

教
会
の
「
別
席
団
参
」
が
実
施
さ

れ
る
。
こ
の
勇
ん
だ
布
教
の
波
に

乗
っ
て
、
教
祖
年
祭
に
向
け
た
歩

み
を
い
ま
一
度
進
め
た
い
。

こちらから
実動の様子が
写真で

ご覧頂けます
↓↓↓

葬
儀
は
大
教
会
長
様
斎
主
の
も
と
、
３
月
１
日

告
別
式
が
岡
大
教
会
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
、
教
会
長
夫
人
、
ま
た
大
教
会
役
員
夫
人

と
し
て
道
の
御
用
の
上
に
尽
く
さ
れ
た
氏
の
功

績
を
讃
え
、
感
謝
と
敬
意
を
込
め
て
弔
意
を
表

し
ま
す
。

北松浦分教会
４代会長夫人

出口三千子氏（９９歳）
２月２３日お出直し

【訃　報】

葬
儀
は
高
野
英
士
・
道
弘
分
教
会
長
斎
主
の
も
と
、

９
月
８
日
み
た
ま
う
つ
し
、
９
日
告
別
式
が
セ
レ

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
な
が
た
に
（
奈
良
県
五
條
市
）
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年
、
教
会
長
夫
人
と
し

て
道
の
御
用
の
上
に
尽
く
さ
れ
た
氏
の
功
績
を
讃

え
、
感
謝
と
敬
意
を
込
め
て
弔
意
を
表
し
ま
す
。

南阿太分教会
４代会長夫人

芝田百合子氏（８８歳）
９月６日お出直し



　 8 月　August

写真で振り返る一カ月

「教祖年祭」と「青年会心勇講合同総会」に向けて

　青年会岡分会（芝田善展委員長）は８月
３０日、東松浦分教会を会場に「岡分会の
集い in 九州」を開催。主に九州在住の青
年会員１７名が参加した。
　この「集い」は、教祖１４０年祭はもち
ろん、１１月３０日に敷島大教会で開催され
る「青年会心勇講合同総会」に向けて意気
を高めるために開催されたもの。感話やね
りあいのほか、お願いづとめ（写真）を
勤めた。「青年会心勇講合同総会」へは、
２００名での参加を目標にしている。

岡分会の集い in 九州を開催し意見交換

その他の開催行事はこちらから

「大教会連絡報」で紹介しきれない情報を
写真付きで配信しています♪

天理教岡大教会
LINE 公式アカウント

　　　　

　婦人会岡支部では、有志による「おつとめ

衣」の〝お直し〟が進められている。これは、

少年会総会で使用しているこども用のおつと

め衣を補修するもので、今回は女の子が使用

する「帯」を〝お直し〟。一つひとつ丁寧に

確認し、心を込めて作業を進める。

おつとめ衣を〝お直し〟

　大教会の創立１３０周年記念祭に向けて、

製作が進められている親神様のお社。現在は

お社の土台部分が形として見えるようになっ

てきました。ミリ単位での調整が必要なため、

一つひとつ丁寧に作業が進められています。

親神様お社製作も着々と

　

婦
人
会
岡
支
部（
吉
田
陽
子
支
部
長
）

は
６
月
28
と
29
の
両
日
、「
委
員
部
長

後
継
者　

盛
華
会
講
習
会
」
を
開
催
。

対
象
者
15
名
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
「
講
習
会
」
は
、
委
員
部
長
後

継
者
の
育
成
を
目
的
に
、
定
期
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
。
今
回
は
、「
就
任
５

年
未
満
の
委
員
部
長
」
と
「
盛
華
会
メ

ン
バ
ー
」
に
ま
で
枠
を
広
げ
、
参
加
を

呼
び
掛
け
た
。

　

初
日
、
岡
詰
所
に
集
ま
っ
た
参
加
者

は
ま
ず
、吉
田
支
部
長
の
お
話
か
ら「
委

員
部
長
」
や
「
み
ち
の
だ
い
」
と
し
て

の
役
割
を
再
確
認
。
続
い
て
、
外
部
講

師
に
よ
る
講
話
を
拝
聴
し
た
。

　

講
話
に
立
っ
た
の
は
、
小こ

く
ら倉
委
員
部

長
（
婦
人
会
中
津
支
部
）
の
是こ

れ
の
り則
ち
な

み
先
生
。「
教
祖
を
感
じ
る
」
と
題
し

た
お
話
に
耳
を
傾
け
、
時
折
、
涙
を
拭ぬ

ぐ

い
な
が
ら
メ
モ
を
取
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
敷
島
大
教
会
を
参

拝
。
そ
の
後
、
岡
大
教
会
で
「
日
々
教

祖
を
感
じ
、
信
仰
信
念
を
も
っ
て
喜
び

い
っ
ぱ
い
で
通
る
」
を
テ
ー
マ
に
ね
り

あ
い
を
行
い
、会
食
で
交
流
を
深
め
た
。

「講習会」に参加した対象者ら。本部夕づとめ前の夕日に照らされ、素敵な笑顔がさらに輝く。

次代を担う〝みちのだい〟を育成
ぢばに集い「委員部長後継者　盛華会講習会」開催

婦人会
岡支部

教祖１４０年祭企画

私の年祭活動
M I N I
少年会版

　

本
格
的
に
蝉せ
み

の
声
が
聞
こ

え
は
じ
め
る
７
月
中
旬
、
大

教
会
の
朝
づ
と
め
に
３
人
の

こ
ど
も
達
が
参
拝
に
や
っ
て

き
た
。
森
井
善よ

し
と
も大
く
ん
（
10

歳
・
岡
大
教
会
）
と
同
級
生

の
山
本
玄げ

ん

く
ん
、
そ
し
て
玄

く
ん
の
姉
の
乙お

と
は葉

さ
ん
（
14

歳
）。
こ
の
日
か
ら
、「
こ
ど

も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
が
始
ま

る
７
月
末
ま
で
の
日
参
が
始

ま
っ
た
。

　

玄
く
ん
と
乙
葉
さ
ん
は
、

中
和
大
教
会
部
内
の
布
教
所

長
の
お
孫
さ
ん
。「『
こ
ど
も

お
ぢ
ば
が
え
り
』ま
で
に〝
ち

よ
い
と
は
な
し
〟
を
覚
え
た

く
て
、
朝
づ
と
め
に
来
ま
し

た
」
と
。
加
え
て
「
入
院
中

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ご
守
護

を
お
願
い
し
た
く
て
」と
も
。

「
学
校
へ
の
登
校
時
に
、
善

大
く
ん
に
〝
ち
よ
い
と
は
な

し
〟
を
教
え
て
も
ら
っ
て
練

習
し
て
い
た
」
と
い
う
。

「『
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
』

へ
の
参
加
を
誘
う
中
で
、
登

校
の
時
に
お
つ
と
め
を
練
習

し
て
い
た
」
と
善
大
く
ん
。

さ
ら
に
話
を
聞
こ
う
と
し
て

も
「
そ
れ
以
上
は
な
い
」
と

は
に
か
む
。

　

教
祖
年
祭
活
動
の
熱
は
こ

ど
も
達
に
も
伝
わ
り
、
何
か

を
感
じ
と
っ
て
く
れ
て
い

る
。
そ
う
感
じ
た
出
来
事

だ
っ
た
。

こ
ど
も
達
の
胸
に
も
伝
わ
る

教
祖
年
祭
活
動
の
熱
い
思
い

▲大教会の朝づとめに参拝する善大くん（写真左）
と玄くん（写真中央）、そして乙葉さん（写真右）。

　9 月　September


